	ヴィンフック省人民委員会

47/2012/QĐ-UBND互
	ベトナム社会主義共和国
独立 –自由 – 幸福

ヴィンフック省、2012年9月14日


決定
ヴィンフック省地の工業団地、工業地域に支援産業の企業の応援に関しての規定の発行

ヴィンフック省人民委員会
2003年11月26日付の人民代表会議、人民委員会の組織法に基づく；
2004年12月03日付の人民代表会議、人民委員会の法律文章発行法に基づく；
2005年11月29日付の企業法に基づく；
2005年11月29日付の投資法に基づく；
バジェット法の政府の案内発行に関して2006年6月6日付の政府の議定第60/2003/ND-CPに基づく；
支援産業の発展政策について2011年02月24日付の政府の決定第12/2011/QD-TTg に基づく；
工業団地に支援産業投資応援について2012年7月19日付の議決第56/2012/ND-HDNDに基づく；
工業団地管理委員会の依頼した2012年9月28日付の提案第734/ TTr-BQLKCNに基づく；
決定
第1条．ヴィンプック省地の工業団地の支援産業の投資についての決定の発行
第2条．当決定は承認した10日以降は効力する。
先登録したやら投資証明書の交付されたプロジェクトはこの決定通りサポートを受けないわけである。
第3条．省人民委員会の官房長、各部局長、県・町・村人民委員会、機関・組織の理事はこの決定を施行する。
	 
	代表人民委員会
委員長
（署名）
フン・クアン・フン
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人民委員会
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規定
ヴィンフック省地の工業団地に支援産業投資のプロジェクトを実施すること
（2012年11月14日付のヴィンフック省人民委員会の決定第47/2012/QD-UBNDの添付）

第I章
一般規定

第1条．範囲、適用対象
1.適当範囲
この規定に規定される支援産業：製造・メカニック、電子・通信・ハイテク、自動車製造・組み立て、バイク製造・組み立て
2.適用対象
適用対象は第1目のように活動しているやら生産拡大の支援産業の企業である。
第2条．応援の取材の条件
1.応援の取材の企業は支援産業の製品機会や工場が建てられた企業である。本社にさまざまな製品の生産及び製品供給契約価値が50％超える場合は応援を受ける。
2.活動が始めって案件の目的、プロセスに関しての国、省の規定を従う案件は一度応援される。
3.省は企業を直接な応援を与える。企業は応援を受けるために応援分野に関しての契約、インボイス、書類があるべきである。
4.応援産業のリストは2011年2月24日付の政府の議定第12/2011/ QĐ-TTgの第1条の第1目及び2011年8月26日付の決定第1483/ QĐ-TTgで書いてある。
バイクのための応援製品のリストは車の場合にも適用される。
第II章
具体的な応援の規定
第3条．投資案件の手数料の応援
それぞれの案件の応援レベル：
1.登録資本総額20万ドル以下：2000万ドン
2. 登録資本総額20万ドル～50万ドル：3000万ドン
3.登録資本総額50万ドル～100ドル：5000万ドン
4.登録資本総額1000万ドル～5000ドル：1億ドン
5.登録資本総額5000万ドル以上：2億ドン
お金を変えるのはベトナム外商銀行によって公募される。
応援の登録の時点：実施資本金は登録資本金の上下の場合は実施資本金に基づいて応援される。
第4条．新企業、製品の広告に関しての応援
応援総額は200万ドン以内である。
第5条．手数料の応援
企業が100％既に支払った手数料の応援：省人民委員会の承認の場合に対して環境審査費、土地使用証明書の交付費、企画証明書費、建設許可書、在ベトナム就職の外国人の交付、再交付、延期費、はんこ許可申請手数料。
第6．応援の申請の書類
1.応援の申請の書類には：
a)応援の依頼書簡には案件の結果、プロセス、応援の事項が含まれる。
b)投資証明書のコピー版、土地使用目的移転書、土地賃貸契約書、工場賃貸契約書。
c)第3、4、5条に従って企業の支払った経費の各契約書、インボイス、証書、レシート。
d)生産している製品リスト。
e)本社に応援製品の契約の抄本、契約支払いインボイスの抄本、契約処理記録書。
投資主が情報、資料の精密性について法的責任を持つ。
第7条．補助の申請書類の権能
1.決定の権能の人は省人民委員会委員長である。
2.応援の申請書類の権能の機関
工業団地の案件には工業団地管理委員会の主権により審査される。
産業工業区の案件には企画・投資局が書類の主権になっている。
第8条． 応援申請書類の解決の期間、手順、手続き
応援の手続きの期間は投資促進委員会に申請を提出してから9日間以内、工商局や財政局に承認を受ける場合は12日間以内である。具体的は：
1. 投資促進支援委員会に1部の書類を提出する。1作業日以内、投資促進支援委員会は専任機関に書類を審査に移転する（委員会で記録ための1部をコピーする）
2.応援の申請の書類の審査：
a.各部局の意見の要らない場合
主権の機関は審査の役割があり、省人民委員会委員長が省人民委員会オフィスに書簡に移転するのは3日間以内。
b.各部局の意見の要る場合：
1.作業日以内で書類を受けて主権の機関に文章を意見に移転する。主権の各局は2作業日以内で応援を評価し、結果の文章を出す。2作業日外、主権の機関は返事をしなければ、自分の責任のように以前の内容を承認したと認める。
2.作業日の以内、各局より締め切りの終わるから主権の機関は報告を完成して省人民委員会委員長に提案して企業の応援を決定する。その後、省人民委員会委員長に届く。
c. 未満な書類の場合、主権の機関は申請企業に（投資促進支援委員会にも）文章で返事する。期間は第2目のａ点通り3作業日以内、応援申請の日から第2目のｂ点通り6日以内である。
3.　2作業日以内で提議書をもらう省人民委員会オフィスは検査して省人民委員会委員長に提案する。省人民委員会委員長の承認した決定は投資促進支援委員会、工業団地管理委員会、企画・投資局、財政局、工商局、国家金庫、応援企業に届く。
4.投資促進支援委員会は省人民委員会の決定の次第3作業日以内に応援額を引き渡す。
第III章
実施組織
第9条．機関の責任
1.企画・投資局、工商局、財政局、工業団地管理委員会、省人民委員会オフィス、投資促進支援委員会は同規定に書いている第7、第8、第9通り実施する。
2.投資促進支援委員会は応援政策の実施を主権、監督、評価、その他各機関と協力する。委員会は省人民委員会に報告をまとめる。
第10．実施内容
同規定に各機関は発生している困難な点を省人民委員会に報告する（投資促進支援委員会通り）。省人民委員会は検討して決定する。
	
	代表人民委員会委員長
(Đã ký)
（署名）
　　　　フン・クアン・フン
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